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目　次　田の新そば祭り　今年も大盛況
　11月４日（月）ふるさと総合センターで、そば

打ち研究会の新そば祭りが開催されました。

　100食用意されたそばはあっという間に売り切

れました。

■ 新庁舎地中熱利用設備工事

　 請負契約締結（第３回定例会）・・・・・P 2

■ 令和５年度決算　新型コロナ対応から

　 物価高騰対策、新庁舎建設へ・・・・・P 4

■ 決算特別委員会審議・・・・・・・・・P 6

■ 一般質問　４議員・・・・・・・・・・P 8

■ 議員の主な活動・・・・・・・・・・・P14

議会を傍聴しませんか
次の定例会は

12月４～６日開催予定です

編

　集

　後

　記

　
令
和
の
米
騒
動
が
お
き
て
い

る
ら
し
い
。

　
テ
レ
ビ
や
マ
ス
コ
ミ
は
、
米

価
値
上
が
り
を
連
日
報
道
し
、

茶
碗
１
杯
40
円
程
度
の
米
を
、

さ
も
高
い
と
言
っ
て
い
る
。
ひ

と
つ
１
０
０
円
を
超
え
る
パ
ン

を
高
い
と
報
道
す
る
マ
ス
コ
ミ

は
ど
こ
に
も
な
い
。
不
思
議
で

あ
る
。

　
今
年
産
の
米
価
が
安
い
と
は

言
わ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
価

格
が
安
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　
消
費
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
冷

静
な
対
応
で
、
ぜ
ひ
と
も
『
米
』

を
食
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
つ
よ
）

委 員 長：坂本　豊

副委員長：川﨑憲二

委　　員：吉田　勉

委　　員：乳井厳公

電話　0174－27－2111

皆さんの声を

お聞かせください

皆さんの声を

お聞かせください

　村民の皆さんに伝

わる広報作りを目指

し、ご意見をお待ち

しています。

　村民の皆さんに伝

わる広報作りを目指

し、ご意見をお待ち

しています。

青森県　田村議会

広報編集委員会

８月２日

８月14日

８月19日

８月20日

８月21日

８月23日

９月３日

９月８日

９月10～13日

９月19日

９月20日

９月25日

９月30日

10月２日

10月３～４日

10月19日

10月21日

10月22日

10月25日

11月５日

11月６～８日

11月10～11日

11月12日

11月13日

例月出納検査

はたちを祝う会

東津軽郡議長会役員・事務局長会議

新人議員研修会

例月集会

青森県操法大会

例月出納検査　議会運営委員会

村民祭

第３回定例会

例月集会

敬老会

町村議会広報研修会

松前町議会たすけあい交通視察のため来村

例月出納検査

東津軽郡議長会議長・副議長視察研修

蓬中祭

例月集会　広報編集委員会　新庁舎視察

町村監査委員協議会全国研修会

青森県議長会正副議長・常任委員長・議会

運営委員長・事務局長研修

東津軽郡議長会役員・事務局長会議

知事を囲む懇談会

常任委員会合同研修

東津軽郡議長会研修

青森県選出議員との懇談会

全国町村議会議長全国大会

議員の主な活動

松前町議会たすけあい交通視察　９月30日（月）

町村議会広報研修会　９月25日（水）

敬老会　９月20日（金）

はたちを祝う会　８月14日（水）



（
千
円
単
位
四
捨
五
入
）

■
一
般
会
計

・
宿
日
直
手
当
　
　
　
26
万
円

　
庁
舎
警
備
業
務
委
託
先
が
決

定
す
る
ま
で
、
職
員
が
臨
時
的

に
対
応
す
る
た
め
計
上
。

・
庁
舎
警
備
委
託
料３

０
６
万
円

　
庁
舎
警
備
を
業
務
委
託
す
る

た
め
計
上
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
記
念
品

７
５
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
シ
ス
テ
ム
利

用
料
　
　
　
　
　
２
７
５
万
円

　
新
た
に
５
仲
介
サ
イ
ト
に
掲

載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歳
入
と

し
て
寄
附
金
２
５
０
０
万
円
を

見
込
み
、
記
念
品
の
費
用
等
を

増
額
。

・
新
庁
舎
防
災
無
線
設
置
工
事

管
理
業
務
委
託
料

２
８
２
万
円

・
新
庁
舎
防
災
無
線
設
置
工
事

費
　
　
　
　
　
１
６
４
４
万
円

　
新
庁
舎
建
設
現
場
へ
防
災
無

線
を
移
設
す
る
た
め
計
上
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
委
託
料
　
　
９
９
８
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
助
成
金
　
　
１
１
１
万
円

　
65
歳
以
上
の
方
と
、
60
～
64

歳
の
一
定
の
機
能
障
害
を
有
す

る
方
の
接
種
に
助
成
す
る
。

・
公
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
業

務
委
託
料
　
　
　
６
９
５
万
円

　
東
青
圏
域
の
全
小
・
中
学
校

で
共
通
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
た
め
計
上
。

・
外
壁
等
改
修
工
事
費

５
０
１
万
円

　
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
の

外
壁
工
事
着
工
後
、
追
加
工
事

が
必
要
に
な
っ
た
た
め
増
額
。

（
坂
本
議
員
）
歳
入

の
県
核
燃
料
物
質
等
取

扱
税
交
付
金
２
３
１
４
万
円
に
つ

い
て
、
使
用
要
件
を
聞
き
た
い
。

（
稲
葉
総
務
課
長
）

前
の
原
子
力
施
設
立
地

振
興
対
策
事
業
助
成
金
と
同
じ

で
あ
る
。
今
年
度
は
庁
舎
建
設

の
村
道
３―

３―

14
号
線
の
歩

道
等
整
備
工
事
費
に
活
用
す
る
。

（
久
慈
議
員
）
コ
ロ

ナ
は
５
類
に
移
行
し

自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
思
っ
た
が
、
詳
細
を
説
明
し

て
ほ
し
い
。（

高
谷
健
康
福
祉
課

長
）
現
在
国
で
示
す

費
用
１
万
５
３
０
０
円
の
う
ち

国
か
ら
の
補
助
が
８
３
０
０

円
、
残
り
自
己
負
担
７
千
円
に

対
し
、
村
で
は
生
活
保
護
と
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
自
己

負
担
ゼ
ロ
円
、
そ
れ
以
外
の
方

は
自
己
負
担
３
千
円
と
し
た
。

■
蓬
田
村
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪

失
し
た
等
の
際
に
保
険
証
の
返
還

を
求
め
ら
れ
、
こ
れ
に
応
じ
な

い
場
合
、
10
万
円
の
過
料
が
か

か
る
よ
う
に
条
例
を
改
正
し
た
。

（
坂
本
議
員
）
虚
偽

の
届
け
出
を
し
た
場

合
、
ま
た
は
返
還
に
応
じ
な
い

場
合
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

（
佐
藤
住
民
課
長
）

保
険
者
証
は
12
月
２

日
以
降
は
発
行
し
な
い
。

　紛
失
し
た
場
合
は
、
再
発

行
せ
ず
資
格
確
認
書
で
対
応

す
る
。

（
坂
本
議
員
）
資
格

確
認
書
は
本
人
の
申
請

で
行
う
の
か
、
そ
れ
と
も
役
場

が
自
動
的
に
発
行
す
る
の
か
。

（
住
民
課
長
）
保
険

証
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

紐
づ
け
し
て
い
な
い
人
に
は
自

動
的
に
発
行
し
、
郵
送
す
る
。

　紛
失
等
で
窓
口
に
申
請
に
来

た
場
合
は
、
そ
の
場
で
す
ぐ
発

行
で
き
る
。
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報告第17号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号
議案第45号
議案第46号
議案第47号
議案第48号
議案第49号
議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

認定
認定
認定
認定
認定
認定
可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

７：０

７：０

７：０

６：１

７：０

６：１

７：０
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６：１
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７：０
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６：１
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７：０
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７：０

７：０

７：０
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蓬田村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について
（職員が宿直業務に従事するため、日直手当を宿直手当に改正した）
蓬田村職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について
（報告第15号の改正を受け、減給の際対象となる日直手当を宿直手当に改正した）
蓬田村フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について
（フルタイム会計年度任用職員が宿直業務に従事するため、日直手当を宿直手当に改正した）
蓬田村行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
（法律の改正により、条例内の用語の定義及び個人番号の利用範囲を改正した）
蓬田村ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例
（法律の改正により、条例内の定義を改正した）
蓬田村国民健康保険条例の一部を改正する条例
蓬田村漁港管理条例の一部を改正する条例
（法律の改正により、条例内の法律の名称を改正した）
工事請負契約の締結について
青森県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
（後期高齢者医療被保険者証が廃止されることになるため、規約を変更した）
令和５年度蓬田村一般会計歳入歳出決算認定を求めるの件
令和５年度蓬田村学校給食センター特別会計歳入歳出決算認定を求めるの件
令和５年度蓬田村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定を求めるの件
令和５年度蓬田村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定を求めるの件
令和５年度蓬田村介護保険特別会計歳入歳出決算認定を求めるの件
令和５年度蓬田村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定を求めるの件
令和６年度蓬田村一般会計補正予算（第４号）
令和６年度蓬田村学校給食センター特別会計補正予算（第１号）
（令和５年度決算の確定による予算の増減）
令和６年度蓬田村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
（令和５年度決算の確定による予算の増減等）
令和６年度蓬田村介護保険特別会計補正予算（第２号）
（令和５年度決算の確定による予算の増減）
令和６年度蓬田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
（令和５年度決算の確定による予算の増減）
令和６年度蓬田村簡易水道事業会計補正予算（第２号）
（令和５年度決算の確定による予算の増減）
蓬田村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

賛成：反対名称（主な内容） 結果

予算総額会　計　名 補正金額
51憶4,469万円

3,826万円
4憶9,127万円
4憶9,659万円

9,103万円

7,509万円

0万円（財源補正）
69万円

2,404万円
19万円

一般会計　　
特別会計　　
学校給食センター
国民健康保険
介 護 保 険
後期高齢者医療保険

1憶1,416万円0万円（前年度決算確定
による財源補正）水道事業　　

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　
新
庁
舎
地
中
熱
利
用
設
備

工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す

る
。
契
約
金
額
３
憶
７
０
７
０

万
円
。

（
坂
本
議
員
）
地
中

熱
利
用
設
備
の
保
証

期
間
は
何
年
か
。

（
総
務
課
長
）
瑕
疵

保
険
と
し
て
１
年
間

に
な
っ
て
い
る
。
他
で
有
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
１
年
間
。

（
川
崎
議
員
）
契
約

金
額
は
３
億
７
０
７

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
当

初
の
計
画
で
は
い
く
ら
か
。

（
総
務
課
長
）
当
初

は
利
用
す
る
予
定
は

な
く
、
途
中
で
変
更
し
た
の
で

金
額
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

■
蓬
田
村
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
教
育
委
員
の
任
期
が
満
了
し

た
た
め
、
再
任
に
つ
い
て
同
意

を
得
た
。
任
期
は
令
和
６
年
11

月
１
日
～
令
和
10
年
10
月
31
日

ま
で
。

■
資
料
配
布

・
母
（
王
乖
彦
）
が
中
国
で
不

法
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
件
に
関

す
る
陳
情
　
　
　
（
張
　
一
文
）

一目でわかる審議内容と結果

新庁舎地中熱利用設備工事
請負契約締結
　　　　　　 ３億7,070万円

９　月
定例会

主
な
条
例
改
正
と
質
疑

主
な
補
正
予
算
と
質
疑

　第３回定例会が、９月10日から13

日の４日間開催されました。

　報告３件、条例の改正、補正予算

などの議案19件を審議し、すべて原

案どおり承認、可決されました。

工
事
請
負
契
約

　
　
　と
質
疑

陳

　
　
　
　情

教
育
委
員
会
制
度

　
村
長
部
局
か
ら
独
立
し
て
教

育
行
政
の
重
要
事
項
を
決
定

し
、
教
育
長
が
事
務
を
執
行

す
る
。

　
地
域
住
民
の
意
向
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
、
学
校
教
育
、
社
会

教
育
等
を
担
当
す
る
。

人

事

案

件
武井昭夫さん
（蓬田）

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



（
千
円
単
位
四
捨
五
入
）

■
一
般
会
計

・
宿
日
直
手
当
　
　
　
26
万
円

　
庁
舎
警
備
業
務
委
託
先
が
決

定
す
る
ま
で
、
職
員
が
臨
時
的

に
対
応
す
る
た
め
計
上
。

・
庁
舎
警
備
委
託
料３

０
６
万
円

　
庁
舎
警
備
を
業
務
委
託
す
る

た
め
計
上
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
記
念
品

７
５
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
シ
ス
テ
ム
利

用
料
　
　
　
　
　
２
７
５
万
円

　
新
た
に
５
仲
介
サ
イ
ト
に
掲

載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歳
入
と

し
て
寄
附
金
２
５
０
０
万
円
を

見
込
み
、
記
念
品
の
費
用
等
を

増
額
。

・
新
庁
舎
防
災
無
線
設
置
工
事

管
理
業
務
委
託
料

２
８
２
万
円

・
新
庁
舎
防
災
無
線
設
置
工
事

費
　
　
　
　
　
１
６
４
４
万
円

　
新
庁
舎
建
設
現
場
へ
防
災
無

線
を
移
設
す
る
た
め
計
上
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
委
託
料
　
　
９
９
８
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
助
成
金
　
　
１
１
１
万
円

　
65
歳
以
上
の
方
と
、
60
～
64

歳
の
一
定
の
機
能
障
害
を
有
す

る
方
の
接
種
に
助
成
す
る
。

・
公
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
業

務
委
託
料
　
　
　
６
９
５
万
円

　
東
青
圏
域
の
全
小
・
中
学
校

で
共
通
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
た
め
計
上
。

・
外
壁
等
改
修
工
事
費

５
０
１
万
円

　
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
の

外
壁
工
事
着
工
後
、
追
加
工
事

が
必
要
に
な
っ
た
た
め
増
額
。

（
坂
本
議
員
）
歳
入

の
県
核
燃
料
物
質
等
取

扱
税
交
付
金
２
３
１
４
万
円
に
つ

い
て
、
使
用
要
件
を
聞
き
た
い
。

（
稲
葉
総
務
課
長
）

前
の
原
子
力
施
設
立
地

振
興
対
策
事
業
助
成
金
と
同
じ

で
あ
る
。
今
年
度
は
庁
舎
建
設

の
村
道
３―

３―

14
号
線
の
歩

道
等
整
備
工
事
費
に
活
用
す
る
。

（
久
慈
議
員
）
コ
ロ

ナ
は
５
類
に
移
行
し

自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
思
っ
た
が
、
詳
細
を
説
明
し

て
ほ
し
い
。（

高
谷
健
康
福
祉
課

長
）
現
在
国
で
示
す

費
用
１
万
５
３
０
０
円
の
う
ち

国
か
ら
の
補
助
が
８
３
０
０

円
、
残
り
自
己
負
担
７
千
円
に

対
し
、
村
で
は
生
活
保
護
と
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
自
己

負
担
ゼ
ロ
円
、
そ
れ
以
外
の
方

は
自
己
負
担
３
千
円
と
し
た
。

■
蓬
田
村
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪

失
し
た
等
の
際
に
保
険
証
の
返
還

を
求
め
ら
れ
、
こ
れ
に
応
じ
な

い
場
合
、
10
万
円
の
過
料
が
か

か
る
よ
う
に
条
例
を
改
正
し
た
。

（
坂
本
議
員
）
虚
偽

の
届
け
出
を
し
た
場

合
、
ま
た
は
返
還
に
応
じ
な
い

場
合
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

（
佐
藤
住
民
課
長
）

保
険
者
証
は
12
月
２

日
以
降
は
発
行
し
な
い
。

　紛
失
し
た
場
合
は
、
再
発

行
せ
ず
資
格
確
認
書
で
対
応

す
る
。

（
坂
本
議
員
）
資
格

確
認
書
は
本
人
の
申
請

で
行
う
の
か
、
そ
れ
と
も
役
場

が
自
動
的
に
発
行
す
る
の
か
。

（
住
民
課
長
）
保
険

証
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

紐
づ
け
し
て
い
な
い
人
に
は
自

動
的
に
発
行
し
、
郵
送
す
る
。

　紛
失
等
で
窓
口
に
申
請
に
来

た
場
合
は
、
そ
の
場
で
す
ぐ
発

行
で
き
る
。

報告第15号

報告第16号

報告第17号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号
議案第45号
議案第46号
議案第47号
議案第48号
議案第49号
議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

認定
認定
認定
認定
認定
認定
可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

７：０

７：０

７：０

６：１

７：０

６：１

７：０

７：０

６：１

６：１
７：０
６：１
７：０
６：１
６：１
７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

蓬田村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について
（職員が宿直業務に従事するため、日直手当を宿直手当に改正した）
蓬田村職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について
（報告第15号の改正を受け、減給の際対象となる日直手当を宿直手当に改正した）
蓬田村フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について
（フルタイム会計年度任用職員が宿直業務に従事するため、日直手当を宿直手当に改正した）
蓬田村行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
（法律の改正により、条例内の用語の定義及び個人番号の利用範囲を改正した）
蓬田村ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例
（法律の改正により、条例内の定義を改正した）
蓬田村国民健康保険条例の一部を改正する条例
蓬田村漁港管理条例の一部を改正する条例
（法律の改正により、条例内の法律の名称を改正した）
工事請負契約の締結について
青森県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
（後期高齢者医療被保険者証が廃止されることになるため、規約を変更した）
令和５年度蓬田村一般会計歳入歳出決算認定を求めるの件
令和５年度蓬田村学校給食センター特別会計歳入歳出決算認定を求めるの件
令和５年度蓬田村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定を求めるの件
令和５年度蓬田村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定を求めるの件
令和５年度蓬田村介護保険特別会計歳入歳出決算認定を求めるの件
令和５年度蓬田村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定を求めるの件
令和６年度蓬田村一般会計補正予算（第４号）
令和６年度蓬田村学校給食センター特別会計補正予算（第１号）
（令和５年度決算の確定による予算の増減）
令和６年度蓬田村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
（令和５年度決算の確定による予算の増減等）
令和６年度蓬田村介護保険特別会計補正予算（第２号）
（令和５年度決算の確定による予算の増減）
令和６年度蓬田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
（令和５年度決算の確定による予算の増減）
令和６年度蓬田村簡易水道事業会計補正予算（第２号）
（令和５年度決算の確定による予算の増減）
蓬田村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

賛成：反対名称（主な内容） 結果

予算総額会　計　名 補正金額
51憶4,469万円

3,826万円
4憶9,127万円
4憶9,659万円

9,103万円

7,509万円

0万円（財源補正）
69万円

2,404万円
19万円

一般会計　　
特別会計　　
学校給食センター
国民健康保険
介 護 保 険
後期高齢者医療保険

1憶1,416万円0万円（前年度決算確定
による財源補正）水道事業　　

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　
新
庁
舎
地
中
熱
利
用
設
備

工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す

る
。
契
約
金
額
３
憶
７
０
７
０

万
円
。

（
坂
本
議
員
）
地
中

熱
利
用
設
備
の
保
証

期
間
は
何
年
か
。

（
総
務
課
長
）
瑕
疵

保
険
と
し
て
１
年
間

に
な
っ
て
い
る
。
他
で
有
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
１
年
間
。

（
川
崎
議
員
）
契
約

金
額
は
３
億
７
０
７

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
当

初
の
計
画
で
は
い
く
ら
か
。

（
総
務
課
長
）
当
初

は
利
用
す
る
予
定
は

な
く
、
途
中
で
変
更
し
た
の
で

金
額
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

■
蓬
田
村
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
教
育
委
員
の
任
期
が
満
了
し

た
た
め
、
再
任
に
つ
い
て
同
意

を
得
た
。
任
期
は
令
和
６
年
11

月
１
日
～
令
和
10
年
10
月
31
日

ま
で
。

■
資
料
配
布

・
母
（
王
乖
彦
）
が
中
国
で
不

法
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
件
に
関

す
る
陳
情
　
　
　
（
張
　
一
文
）

一目でわかる審議内容と結果

新庁舎地中熱利用設備工事
請負契約締結
　　　　　　 ３億7,070万円

９　月
定例会

主
な
条
例
改
正
と
質
疑

主
な
補
正
予
算
と
質
疑

　第３回定例会が、９月10日から13

日の４日間開催されました。

　報告３件、条例の改正、補正予算

などの議案19件を審議し、すべて原

案どおり承認、可決されました。

工
事
請
負
契
約

　
　
　と
質
疑

陳

　
　
　
　情

教
育
委
員
会
制
度

　
村
長
部
局
か
ら
独
立
し
て
教

育
行
政
の
重
要
事
項
を
決
定

し
、
教
育
長
が
事
務
を
執
行

す
る
。

　
地
域
住
民
の
意
向
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
、
学
校
教
育
、
社
会

教
育
等
を
担
当
す
る
。

人

事

案

件
武井昭夫さん
（蓬田）

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



千円単位四捨五入　（　）は対前年度比

衛生費
2億1,924万円　7.9％

衛生費
2億1,924万円　7.9％

教育費
2億5,222万円

9.0％

教育費
2億5,222万円

9.0％

災害復旧費
5,481万円

2.0％

災害復旧費
5,481万円

2.0％

公債費
2億1,310万円

7.6％

公債費
2億1,310万円

7.6％

消防費
9,604万円

3.4％

消防費
9,604万円

3.4％

土木費
1億2,588万円

4.5％

土木費
1億2,588万円

4.5％

農林水産費
2億5,247万円　9.0％

農林水産費
2億5,247万円　9.0％

民生費
6億274万円

21.6％

民生費
6億274万円

21.6％

総務費
8億9,788万円

32.2％

総務費
8億9,788万円

32.2％

議会費
5,364万円

1.9％

議会費
5,364万円

1.9％

村税
2億9,645万円

10.4％

村税
2億9,645万円

10.4％

自主財源
自分たちで集めたお金

20.1％

自主財源
自分たちで集めたお金

20.1％

依存財源
国や県から支援されたお金

79.9％

依存財源
国や県から支援されたお金

79.9％

商工費
2,409万円

0.9％

商工費
2,409万円

0.9％

繰入金
5,117万円

1.8％

繰入金
5,117万円

1.8％

諸収入
2億2,710万円

7.9％

諸収入
2億2,710万円

7.9％

国・県支出金
4億5,306万円

15.9％

国・県支出金
4億5,306万円

15.9％

地方交付税
14億3,685万円

50.3％

地方交付税
14億3,685万円

50.3％

地方譲与税・
交付金

1億0,174万円
3.6％

地方譲与税・
交付金

1億0,174万円
3.6％

村債（借金）
2億8,731万円

10.1％

村債（借金）
2億8,731万円

10.1％

歳 入
28億5,368万円

（＋10.1％）

歳 出
27億9,211万円

（＋13.1％）

・住民税非課税世帯を除く全世帯へ３万円

給付

・住民税非課税、均等割のみ課税世帯へ給

付金交付

・蓬田紳装へ経営、雇用安定化のため支援

金交付

・介護サービス利用者負担増加防止などの

ため、介護サービス事業所、施設へ支援

金交付

・小中学校入学予定の子がいる世帯へ入学

準備金支給

・子育て世帯に臨時

的措置として給付

金支給

・電力・ガス・食料

　品等価格高騰による臨時的措置として住

民税非課税世帯へ給付金交付

・全世帯の水道使用料３ケ月免除

・農業者の経営維持安定のため病害虫防除

負担金を助成

・物価高騰の影響を受けた商店などの事業

者を支援など

・庁舎建設設計等業務委託

・新庁舎等建設工事監理業務委託

・新庁舎建設工事ベルス申請業務委託

・新庁舎等建設用地造成工事

・新庁舎等建設工事

・村道舗装補修工事

・保育、延長保育、一時保育などの事業　　　　　　　　　　　　8,558万円

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業　　　　　　　　　825万円

・多面的機能支払交付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　5,925万円

・県営蓬田第一地区経営体育成基盤整備事業負担金　　　　　　　2,630万円

・ホタテ親貝確保対策事業支援交付金　　　　　　　　　　　　　　300万円

・県営蓬田地区漁港施設機能強化事業　　　　　　　　　　　　　1,000万円

・消防用可搬式ポンプ購入、屯所サイレン設備更新工事　　　　　　635万円

・小学校、ふるセン、トレセン改修事業　　　　　　　　　　　　5,717万円

・小学校、中学校エアコン設置工事設計業務委託関係費 　　　 　　732万円

・令和４年豪雨災害被害の農地、河川、道路などの復旧事業　　　5,481万円

村長より提出された決算書等の審査をしたところ、計数的に正確、内容も正当であると
認定した。
予算執行はおおむね適正であるが、以下の点を改善してもらいたい。
　〇村税及び国民健康保険税の収入未済額の解消
　〇介護保険料、水道料金使用料、住宅使用料の収納率及び収入未済額の解消
　　・改善傾向は伺われるが、不納欠損処理によるところが多い。引き続き滞納額解消

に努めること。
　　・各使用料滞納者は、村条例や要綱に基づく処分、滞納解消事務の運用徹底等によ

り、滞納額解消に努めること。
　　・滞納整理機構への徴収委託のみならず、村の全庁体制をとるなど対策をとること。
　　・時効を完成させることなく、必要に応じた時効中断措置、執行停止措置及び不納

欠損処分など債権管理事務の適正化を図るよう努力すること。

新型コロナ対応から
物価高騰対策、新庁舎建設へ

令和５年度

決　算

令和５年度主要施策事業

監査委員
　村長から独立した立場
で、村に関わるお金の管
理執行が適正で、効果が
挙がっているかなどを
チェックし、助言します。

一般会計

○物価高騰対策　　あわせて１億577万円

○新庁舎建設関連　　２億５万円

○その他の事業

決算審査意見
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特別会計

簡易水道事業 介 護 保 険

歳入

4億6,268万7千円

　　 （－4.5％）

歳出

4億5,896万9千円

　　 （－4.6％）

後期高齢者医療

歳入

　 9,483万4千円

　　 （＋4.9％）

歳出

　 9,464万5千円

　　 （＋5.0％）

歳入

　 9,911万7千円

　　 （－3.0％）

歳出

　 9,528万4千円

　　 （－5.2％）

国民健康保険

歳入

　　 4億840万円

　　（－11.3％）

歳出

　4億690万9千円

　　（－11.5％）

学校給食センター

歳入

　 3,052万2千円

　　（＋14.3％）

歳出

　 2,996万5千円

　　（＋15.0％）

坂本亮代表監査委員
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千円単位四捨五入　（　）は対前年度比

衛生費
2億1,924万円　7.9％

衛生費
2億1,924万円　7.9％

教育費
2億5,222万円

9.0％

教育費
2億5,222万円

9.0％

災害復旧費
5,481万円

2.0％

災害復旧費
5,481万円

2.0％

公債費
2億1,310万円

7.6％

公債費
2億1,310万円

7.6％

消防費
9,604万円

3.4％

消防費
9,604万円

3.4％

土木費
1億2,588万円

4.5％

土木費
1億2,588万円

4.5％

農林水産費
2億5,247万円　9.0％

農林水産費
2億5,247万円　9.0％

民生費
6億274万円

21.6％

民生費
6億274万円

21.6％

総務費
8億9,788万円

32.2％

総務費
8億9,788万円

32.2％

議会費
5,364万円

1.9％

議会費
5,364万円

1.9％

村税
2億9,645万円

10.4％

村税
2億9,645万円

10.4％

自主財源
自分たちで集めたお金

20.1％

自主財源
自分たちで集めたお金

20.1％

依存財源
国や県から支援されたお金

79.9％

依存財源
国や県から支援されたお金

79.9％

商工費
2,409万円

0.9％

商工費
2,409万円

0.9％

繰入金
5,117万円

1.8％

繰入金
5,117万円

1.8％

諸収入
2億2,710万円

7.9％

諸収入
2億2,710万円

7.9％

国・県支出金
4億5,306万円

15.9％

国・県支出金
4億5,306万円

15.9％

地方交付税
14億3,685万円

50.3％

地方交付税
14億3,685万円

50.3％

地方譲与税・
交付金

1億0,174万円
3.6％

地方譲与税・
交付金

1億0,174万円
3.6％

村債（借金）
2億8,731万円

10.1％

村債（借金）
2億8,731万円

10.1％

歳 入
28億5,368万円

（＋10.1％）

歳 出
27億9,211万円

（＋13.1％）

・住民税非課税世帯を除く全世帯へ３万円

給付

・住民税非課税、均等割のみ課税世帯へ給

付金交付

・蓬田紳装へ経営、雇用安定化のため支援

金交付

・介護サービス利用者負担増加防止などの

ため、介護サービス事業所、施設へ支援

金交付

・小中学校入学予定の子がいる世帯へ入学

準備金支給

・子育て世帯に臨時

的措置として給付

金支給

・電力・ガス・食料

　品等価格高騰による臨時的措置として住

民税非課税世帯へ給付金交付

・全世帯の水道使用料３ケ月免除

・農業者の経営維持安定のため病害虫防除

負担金を助成

・物価高騰の影響を受けた商店などの事業

者を支援など

・庁舎建設設計等業務委託

・新庁舎等建設工事監理業務委託

・新庁舎建設工事ベルス申請業務委託

・新庁舎等建設用地造成工事

・新庁舎等建設工事

・村道舗装補修工事

・保育、延長保育、一時保育などの事業　　　　　　　　　　　　8,558万円

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業　　　　　　　　　825万円

・多面的機能支払交付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　5,925万円

・県営蓬田第一地区経営体育成基盤整備事業負担金　　　　　　　2,630万円

・ホタテ親貝確保対策事業支援交付金　　　　　　　　　　　　　　300万円

・県営蓬田地区漁港施設機能強化事業　　　　　　　　　　　　　1,000万円

・消防用可搬式ポンプ購入、屯所サイレン設備更新工事　　　　　　635万円

・小学校、ふるセン、トレセン改修事業　　　　　　　　　　　　5,717万円

・小学校、中学校エアコン設置工事設計業務委託関係費 　　　 　　732万円

・令和４年豪雨災害被害の農地、河川、道路などの復旧事業　　　5,481万円

村長より提出された決算書等の審査をしたところ、計数的に正確、内容も正当であると
認定した。
予算執行はおおむね適正であるが、以下の点を改善してもらいたい。
　〇村税及び国民健康保険税の収入未済額の解消
　〇介護保険料、水道料金使用料、住宅使用料の収納率及び収入未済額の解消
　　・改善傾向は伺われるが、不納欠損処理によるところが多い。引き続き滞納額解消

に努めること。
　　・各使用料滞納者は、村条例や要綱に基づく処分、滞納解消事務の運用徹底等によ

り、滞納額解消に努めること。
　　・滞納整理機構への徴収委託のみならず、村の全庁体制をとるなど対策をとること。
　　・時効を完成させることなく、必要に応じた時効中断措置、執行停止措置及び不納

欠損処分など債権管理事務の適正化を図るよう努力すること。

新型コロナ対応から
物価高騰対策、新庁舎建設へ

令和５年度

決　算

令和５年度主要施策事業

監査委員
　村長から独立した立場
で、村に関わるお金の管
理執行が適正で、効果が
挙がっているかなどを
チェックし、助言します。

一般会計

○物価高騰対策　　あわせて１億577万円

○新庁舎建設関連　　２億５万円

○その他の事業

決算審査意見
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特別会計

簡易水道事業 介 護 保 険

歳入

4億6,268万7千円

　　 （－4.5％）

歳出

4億5,896万9千円

　　 （－4.6％）

後期高齢者医療

歳入

　 9,483万4千円

　　 （＋4.9％）

歳出

　 9,464万5千円

　　 （＋5.0％）

歳入

　 9,911万7千円

　　 （－3.0％）

歳出

　 9,528万4千円

　　 （－5.2％）

国民健康保険

歳入

　　 4億840万円

　　（－11.3％）

歳出

　4億690万9千円

　　（－11.5％）

学校給食センター

歳入

　 3,052万2千円

　　（＋14.3％）

歳出

　 2,996万5千円

　　（＋15.0％）

坂本亮代表監査委員
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会
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寿
命
化
事
業
に
つ
い
て
。

　事
業
を
や
れ
な
い
地
区
が
出

て
き
た
と
き
に
、
そ
の
余
剰
分

を
他
の
必
要
と
す
る
地
区
で
使

え
な
い
も
の
か
。

（
高
田
産
業
振
興
課

長

）

令

和

５

年

度

は
、
全
て
の
地
区
で
長
寿
命
化

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
各
地
区
の
限
度
額
が
２
０
０

万
円
で
、
そ
の
計
画
が
認
め
ら

れ
れ
ば
実
施
で
き
る
と
認
識
し

て
い
る
。

（
乳
井
委
員
）
参
加

者
の
減
少
、
役
員
、

事
務
員
の
担
い
手
不
足
な
ど
の

課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
組

織
を
広
域
化
し
、
村
一
本
の
組

織
と
し
て
事
業
を
運
営
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

将
来
を
見
据
え
て
、

村
一
本
化
を
目
指
す
の
か
、

そ
れ
と
も
関
係
者
、
地
区
で

組
織
化
し
て
い
く
の
か
、
課
題

と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

（

坂

本

委

員

）

ド

ロ
ー
ン
操
縦
資
格
取

得
補
助
金
に
関
連
し
て
、
ド

ロ
ー
ン
そ
の
も
の
の
購
入
は
誰

に
な
る
の
か
。

　密
漁
対
策
と
聞
い
た
が
、
ど

う
運
営
を
す
る
の
か
、
何
名
講

習
を
受
け
た
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

ド
ロ
ー
ン
は
、
来
年
度

村
が
購
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ド
ロ
ー
ン
の
資
格
は
様
々
な

分
け
方
が
あ
り
、
想
定
さ
れ
る

密
漁
等
の
た
め
の
ド
ロ
ー
ン
を

飛
ば
す
こ
と
が
で
き
る
資
格
と

し
て
取
っ
て
い
る
。

　
受
講
し
た
方
は
、
漁
協
で
３

名
だ
と
記
憶
し
て
い
る
。

（
柿
﨑
委
員
）
山
、

海
の
遭
難
に
も
効
果

が
あ
る
と
思
う
の
で
、
消
防
団

に
も
資
格
を
取
ら
せ
て
も
ら
う

よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
が
。

（
総
務
課
長
）
ま
ず

役
場
の
担
当
者
か
ら

取
り
、
順
次
消
防
団
等
も
検
討

し
た
い
と
思
う
。

（
柿
﨑
委
員
）
玉
松

海
の
情
報
館
は
、
数

十
年
前
か
ら
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ

ず
、
管
理
委
託
だ
け
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　国
か
ら
払
下
げ
て
も
ら
い
、

村
の
観
光
に
使
う
な
ど
の
考
え

は
な
い
か
。（

産
業
振
興
課
長
）

海
の
情
報
館
の
利
活

用
に
つ
い
て
村
長
が
県
知
事
と

話
合
い
を
持
つ
よ
う
に
、
県
へ

の
要
望
事
項
と
し
て
挙
げ
て

い
る
。

　
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
に
考
え
て
い
る
。

（
小
鹿
委
員
）
先
日

の
監
査
報
告
で
、
収

入
未
済
額
が
発
生
す
る
と
、
不

納
欠
損
処
理
額
が
生
じ
な
い
よ

う
に
時
効
の
中
断
を
す
る
よ
う

指
摘
し
て
い
る
。
実
際
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か

伺
う
。

（
吉
田
税
務
課
長
）

欠
損
金
と
し
て
滞
納

の
執
行
停
止
を
進
め
て
い
る

が
、
該
当
す
る
案
件
が
見
つ

か
っ
て
こ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
夜
間
訪
問
、

電
話
催
促
等
を
強
化
し
、
徴
収

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

（
坂
本
委
員
）
エ
ア

コ
ン
の
設
置
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（

八

木

澤

教

育

課

長
）
小
学
校
の
エ
ア

コ
ン
は
、
９
月
１
日
よ
り
正
式

に
稼
働
し
て
い
る
。

　
中
学
校
は
、
現
在
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
の
入
荷
待
ち
で
あ
る
。
11

月
か
、
遅
く
て
も
12
月
に
は
設

置
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

（
坂
本
委
員
）
土
地

改
良
事
業
の
概
要
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　着
工
、
完
成
は
い
つ
で
、
総

工
費
、
水
田
１
区
画
の
面
積
は

幾
ら
か
教
え
て
ほ
し
い
。

（
髙
田
建
設
課
長
）

受
益
面
積
の
総
面
積

が
６
２
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
総

事
業
費
17
億
６
０
０
０
万
円
、

令
和
５
年
度
か
ら
10
年
度
で
完

了
予
定
の
事
業
で
あ
る
。

　
令
和
５
年
度
、
換
地
等
の
事

務
手
続
が
終
わ
り
、
負
担
金
は

換
地
や
測
量
設
計
委
託
な
ど
に

対
す
る
負
担
金
で
あ
る
。
６
年

度
工
事
実
施
に
入
る
。

　
水
田
１
枚
の
面
積
は
そ
の
箇

所
で
違
う
が
、
大
体
標
準
で
約

５
反
歩
ほ
ど
の
圃
場
に
な
る
予

定
で
あ
る
。（

小
鹿
委
員
）
多
面

的

機

能

支

払

交

付

金
、
通
称
水
土
里
の
事
業
の
長

（
坂
本
委
員
）
石
油

貯
蔵
施
設
立
地
対
策

交
付
金
は
何
の
た
め
の
交
付
金

な
の
か
。

（
稲
葉
総
務
課
長
）

石
油
貯
蔵
施
設
周
辺

地
域
に
お
け
る
住
民
の
福
祉
向

上
を
図
る
た
め
の
交
付
金
で
、

公
共
用
施
設
の
整
備
の
事
業
の

経
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

（
坂
本
委
員
）
蓬
田

村
に
お
い
て
は
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
場
所
は

ど
こ
か
。

（
総
務
課
長
）
役
場
、

小
・
中
学
校
、
温
泉
、

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
、
マ
ル

シ
ェ
、
野
球
場
な
ど
で
あ
る
。

（
坂
本
委
員
）
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
命
に
関
わ
る
大
事

な
器
具
で
あ
る
。
あ
ま
り
距
離

が
あ
る
と
借
り
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
セ
コ
ム
と
い
う
会
社
で
、

管
理
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
全
て

や
っ
て
大
体
月
７
０
０
０
円
ぐ

ら
い
で
設
置
で
き
る
そ
う
だ
。

　各
自
治
会
の
公
民
館
等
に
設

置
で
き
な
い
か
。

（
総
務
課
長
）
各
自

治
会
だ
と
管
理
し
て

も
ら
う
の
は
大
変
だ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。

　
公
民
館
等
は
自
治
会
所
有
に

な
る
の
で
、
今
後
検
討
し
た
い
。

（
坂
本
委
員
）
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
は

ど
う
い
う
方
が
貰
え
る
の
か
。

　仮
に
、
65
歳
で
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
を
貰
っ
て
い
な
い

人
が
、
68
歳
な
っ
た
場
合
、
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　ま
た
、
年
金
を
貰
っ
て
い
る

人
ほ
と
ん
ど
の
方
が
知
っ
て
い

る
の
か
。

（
佐
藤
住
民
課
長
）

請
求
で
き
る
と
考
え

て
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
年
金
事
務
所
が
年
金
の
管
轄

な
の
で
直
接
把
握
で
き
な
い

が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
た

り
広
報
に
掲
載
し
て
支
援
し
て

い
る
。

（
柿
﨑
委
員
）
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事

業
費
補
助
金
５
４
０
万
円
の
内

訳
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

（
高
谷
健
康
福
祉
課

長
）
ま
ず
人
数
に
応

じ
て
の
単
価
が
あ
り
、
蓬
田
保

育
園
の
場
合
は
児
童
数
36
人
か

ら
45
人
の
単
位
に
な
る
の
で
４

７
３
万
４
０
０
０
円
。
あ
と
、

開
所
日
数
に
応
じ
た
加
算
で
11

万
４
０
０
０
円
。
ま
た
、
長
期

休
暇
の
夏
休
み
な
ど
に
開
所
し

た
分
の
加
算
と
し
て
55
万
２
０

０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
柿
﨑
委
員
）
３
月

議

会

で

も

話

が

あ

が
っ
た
が
、
学
童
保
育
の
人
数

が
い
っ
ぱ
い
だ
と
い
う
理
由
で

受
け
入
れ
を
拒
否
し
て
い
る
例

が
あ
っ
た
。
い
ろ
ん
な
事
情
が

あ
る
だ
ろ
う
が
、
村
の
住
民
の

子
供
で
も
、
蓬
田
保
育
園
を
卒

園
し
て
い
な
い
子
を
拒
否
し
て

い
る
と
私
ど
も
に
来
て
い
る
。

　学
童
保
育
は
、
１
人
の
保
育

士
に
対
し
て
学
童
を
何
人
ま
で

見
ら
れ
る
な
ど
の
規
定
は
あ
る

の
か
。

（
健
康
福
祉
課
長
）

学
童
保
育
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
関
し
て
は
、
保
育

士
１
人
に
対
し
て
何
人
で
は
な

く
、
預
か
る
と
こ
ろ
の
面
積
が

１
人
幾
ら
と
い
う
の
が
決
ま
っ

て
い
る
。
保
育
園
の
一
番
広
い

ホ
ー
ル
で
、
受
け
入
れ
ら
れ
る

人
数
に
応
じ
て
や
っ
て
い
る
。

　
大
体
47
人
ぐ
ら
い
登
録
で

き
、
保
育
士
２
人
は
配
置
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
保
育
園

か
ら
聞
い
て
い
る
。

（
久
慈
委
員
）
海
岸

漂
流
物
対
策
推
進
事

業
ご
み
運
搬
・
収
集
委
託
料
業

の
内
容
を
確
認
し
た
い
。

　今
年
で
最
終
に
な
る
の
か
。

　高
根
自
治
会
は
海
岸
沿
い
で

な
い
か
ら
省
か
れ
る
の
か
。

（
健
康
福
祉
課
長
）

こ
の
海
岸
清
掃
は
、

漁
師
で
は
な
く
、
毎
年
順
番
で

各
自
治
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
そ
の
際
出
た
ご
み
の
、
収

集
・
運
搬
な
ど
を
業
者
に
委
託

し
て
い
る
経
費
で
あ
る
。

　
ま
た
、
順
番
に
自
治
会
に
お

願
い
し
、
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
高
根
や
ぐ
っ
と
町
会
、
宮
本

は
海
岸
が
な
い
の
で
抜
け
る
こ

と
に
な
る
。

昨年までは、夏といえば風呂上がりのようにびっしょりになり
ながらの授業でした。今年はとても快適な環境で授業ができて
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川村先生
昨年より涼しく快適になりました。　　　　　　福井杏奈さん
授業に集中できるようになりました。　　　　　今　洋大さん
今年はエアコンと扇風機で換気。勉強がはかどります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工藤　航さん

吉田勉決算特別委員会委員長

石
油
貯
蔵
施
設
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対
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交
付
金

海
岸
漂
流
物
対
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進
事
業
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運
搬
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収
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Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
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所
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生
活
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児
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全
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事
業
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付
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収
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縦
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エアコンをつけてくれてありがとう

　一
旦
拒
否
さ
れ
る
と
親
は

不
安
を
抱
え
る
。

　隔
た
り
な
く
受
け
入
れ
て

ほ
し
い
。
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会
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特
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別
委
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般
質
問

一
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 議会だより 議会だより 



寿
命
化
事
業
に
つ
い
て
。

　事
業
を
や
れ
な
い
地
区
が
出

て
き
た
と
き
に
、
そ
の
余
剰
分

を
他
の
必
要
と
す
る
地
区
で
使

え
な
い
も
の
か
。

（
高
田
産
業
振
興
課

長

）

令

和

５

年

度

は
、
全
て
の
地
区
で
長
寿
命
化

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
各
地
区
の
限
度
額
が
２
０
０

万
円
で
、
そ
の
計
画
が
認
め
ら

れ
れ
ば
実
施
で
き
る
と
認
識
し

て
い
る
。

（
乳
井
委
員
）
参
加

者
の
減
少
、
役
員
、

事
務
員
の
担
い
手
不
足
な
ど
の

課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
組

織
を
広
域
化
し
、
村
一
本
の
組

織
と
し
て
事
業
を
運
営
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

将
来
を
見
据
え
て
、

村
一
本
化
を
目
指
す
の
か
、

そ
れ
と
も
関
係
者
、
地
区
で

組
織
化
し
て
い
く
の
か
、
課
題

と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

（

坂

本

委

員

）

ド

ロ
ー
ン
操
縦
資
格
取

得
補
助
金
に
関
連
し
て
、
ド

ロ
ー
ン
そ
の
も
の
の
購
入
は
誰

に
な
る
の
か
。

　密
漁
対
策
と
聞
い
た
が
、
ど

う
運
営
を
す
る
の
か
、
何
名
講

習
を
受
け
た
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

ド
ロ
ー
ン
は
、
来
年
度

村
が
購
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ド
ロ
ー
ン
の
資
格
は
様
々
な

分
け
方
が
あ
り
、
想
定
さ
れ
る

密
漁
等
の
た
め
の
ド
ロ
ー
ン
を

飛
ば
す
こ
と
が
で
き
る
資
格
と

し
て
取
っ
て
い
る
。

　
受
講
し
た
方
は
、
漁
協
で
３

名
だ
と
記
憶
し
て
い
る
。

（
柿
﨑
委
員
）
山
、

海
の
遭
難
に
も
効
果

が
あ
る
と
思
う
の
で
、
消
防
団

に
も
資
格
を
取
ら
せ
て
も
ら
う

よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
が
。

（
総
務
課
長
）
ま
ず

役
場
の
担
当
者
か
ら

取
り
、
順
次
消
防
団
等
も
検
討

し
た
い
と
思
う
。

（
柿
﨑
委
員
）
玉
松

海
の
情
報
館
は
、
数

十
年
前
か
ら
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ

ず
、
管
理
委
託
だ
け
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　国
か
ら
払
下
げ
て
も
ら
い
、

村
の
観
光
に
使
う
な
ど
の
考
え

は
な
い
か
。（

産
業
振
興
課
長
）

海
の
情
報
館
の
利
活

用
に
つ
い
て
村
長
が
県
知
事
と

話
合
い
を
持
つ
よ
う
に
、
県
へ

の
要
望
事
項
と
し
て
挙
げ
て

い
る
。

　
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
に
考
え
て
い
る
。

（
小
鹿
委
員
）
先
日

の
監
査
報
告
で
、
収

入
未
済
額
が
発
生
す
る
と
、
不

納
欠
損
処
理
額
が
生
じ
な
い
よ

う
に
時
効
の
中
断
を
す
る
よ
う

指
摘
し
て
い
る
。
実
際
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か

伺
う
。

（
吉
田
税
務
課
長
）

欠
損
金
と
し
て
滞
納

の
執
行
停
止
を
進
め
て
い
る

が
、
該
当
す
る
案
件
が
見
つ

か
っ
て
こ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
夜
間
訪
問
、

電
話
催
促
等
を
強
化
し
、
徴
収

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

（
坂
本
委
員
）
エ
ア

コ
ン
の
設
置
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（

八

木

澤

教

育

課

長
）
小
学
校
の
エ
ア

コ
ン
は
、
９
月
１
日
よ
り
正
式

に
稼
働
し
て
い
る
。

　
中
学
校
は
、
現
在
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
の
入
荷
待
ち
で
あ
る
。
11

月
か
、
遅
く
て
も
12
月
に
は
設

置
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

（
坂
本
委
員
）
土
地

改
良
事
業
の
概
要
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　着
工
、
完
成
は
い
つ
で
、
総

工
費
、
水
田
１
区
画
の
面
積
は

幾
ら
か
教
え
て
ほ
し
い
。

（
髙
田
建
設
課
長
）

受
益
面
積
の
総
面
積

が
６
２
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
総

事
業
費
17
億
６
０
０
０
万
円
、

令
和
５
年
度
か
ら
10
年
度
で
完

了
予
定
の
事
業
で
あ
る
。

　
令
和
５
年
度
、
換
地
等
の
事

務
手
続
が
終
わ
り
、
負
担
金
は

換
地
や
測
量
設
計
委
託
な
ど
に

対
す
る
負
担
金
で
あ
る
。
６
年

度
工
事
実
施
に
入
る
。

　
水
田
１
枚
の
面
積
は
そ
の
箇

所
で
違
う
が
、
大
体
標
準
で
約

５
反
歩
ほ
ど
の
圃
場
に
な
る
予

定
で
あ
る
。（

小
鹿
委
員
）
多
面

的

機

能

支

払

交

付

金
、
通
称
水
土
里
の
事
業
の
長

（
坂
本
委
員
）
石
油

貯
蔵
施
設
立
地
対
策

交
付
金
は
何
の
た
め
の
交
付
金

な
の
か
。

（
稲
葉
総
務
課
長
）

石
油
貯
蔵
施
設
周
辺

地
域
に
お
け
る
住
民
の
福
祉
向

上
を
図
る
た
め
の
交
付
金
で
、

公
共
用
施
設
の
整
備
の
事
業
の

経
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

（
坂
本
委
員
）
蓬
田

村
に
お
い
て
は
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
場
所
は

ど
こ
か
。

（
総
務
課
長
）
役
場
、

小
・
中
学
校
、
温
泉
、

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
、
マ
ル

シ
ェ
、
野
球
場
な
ど
で
あ
る
。

（
坂
本
委
員
）
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
命
に
関
わ
る
大
事

な
器
具
で
あ
る
。
あ
ま
り
距
離

が
あ
る
と
借
り
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
セ
コ
ム
と
い
う
会
社
で
、

管
理
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
全
て

や
っ
て
大
体
月
７
０
０
０
円
ぐ

ら
い
で
設
置
で
き
る
そ
う
だ
。

　各
自
治
会
の
公
民
館
等
に
設

置
で
き
な
い
か
。

（
総
務
課
長
）
各
自

治
会
だ
と
管
理
し
て

も
ら
う
の
は
大
変
だ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。

　
公
民
館
等
は
自
治
会
所
有
に

な
る
の
で
、
今
後
検
討
し
た
い
。

（
坂
本
委
員
）
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
は

ど
う
い
う
方
が
貰
え
る
の
か
。

　仮
に
、
65
歳
で
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
を
貰
っ
て
い
な
い

人
が
、
68
歳
な
っ
た
場
合
、
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　ま
た
、
年
金
を
貰
っ
て
い
る

人
ほ
と
ん
ど
の
方
が
知
っ
て
い

る
の
か
。

（
佐
藤
住
民
課
長
）

請
求
で
き
る
と
考
え

て
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
年
金
事
務
所
が
年
金
の
管
轄

な
の
で
直
接
把
握
で
き
な
い

が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
た

り
広
報
に
掲
載
し
て
支
援
し
て

い
る
。

（
柿
﨑
委
員
）
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事

業
費
補
助
金
５
４
０
万
円
の
内

訳
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

（
高
谷
健
康
福
祉
課

長
）
ま
ず
人
数
に
応

じ
て
の
単
価
が
あ
り
、
蓬
田
保

育
園
の
場
合
は
児
童
数
36
人
か

ら
45
人
の
単
位
に
な
る
の
で
４

７
３
万
４
０
０
０
円
。
あ
と
、

開
所
日
数
に
応
じ
た
加
算
で
11

万
４
０
０
０
円
。
ま
た
、
長
期

休
暇
の
夏
休
み
な
ど
に
開
所
し

た
分
の
加
算
と
し
て
55
万
２
０

０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
柿
﨑
委
員
）
３
月

議

会

で

も

話

が

あ

が
っ
た
が
、
学
童
保
育
の
人
数

が
い
っ
ぱ
い
だ
と
い
う
理
由
で

受
け
入
れ
を
拒
否
し
て
い
る
例

が
あ
っ
た
。
い
ろ
ん
な
事
情
が

あ
る
だ
ろ
う
が
、
村
の
住
民
の

子
供
で
も
、
蓬
田
保
育
園
を
卒

園
し
て
い
な
い
子
を
拒
否
し
て

い
る
と
私
ど
も
に
来
て
い
る
。

　学
童
保
育
は
、
１
人
の
保
育

士
に
対
し
て
学
童
を
何
人
ま
で

見
ら
れ
る
な
ど
の
規
定
は
あ
る

の
か
。

（
健
康
福
祉
課
長
）

学
童
保
育
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
関
し
て
は
、
保
育

士
１
人
に
対
し
て
何
人
で
は
な

く
、
預
か
る
と
こ
ろ
の
面
積
が

１
人
幾
ら
と
い
う
の
が
決
ま
っ

て
い
る
。
保
育
園
の
一
番
広
い

ホ
ー
ル
で
、
受
け
入
れ
ら
れ
る

人
数
に
応
じ
て
や
っ
て
い
る
。

　
大
体
47
人
ぐ
ら
い
登
録
で

き
、
保
育
士
２
人
は
配
置
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
保
育
園

か
ら
聞
い
て
い
る
。

（
久
慈
委
員
）
海
岸

漂
流
物
対
策
推
進
事

業
ご
み
運
搬
・
収
集
委
託
料
業

の
内
容
を
確
認
し
た
い
。

　今
年
で
最
終
に
な
る
の
か
。

　高
根
自
治
会
は
海
岸
沿
い
で

な
い
か
ら
省
か
れ
る
の
か
。

（
健
康
福
祉
課
長
）

こ
の
海
岸
清
掃
は
、

漁
師
で
は
な
く
、
毎
年
順
番
で

各
自
治
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
そ
の
際
出
た
ご
み
の
、
収

集
・
運
搬
な
ど
を
業
者
に
委
託

し
て
い
る
経
費
で
あ
る
。

　
ま
た
、
順
番
に
自
治
会
に
お

願
い
し
、
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
高
根
や
ぐ
っ
と
町
会
、
宮
本

は
海
岸
が
な
い
の
で
抜
け
る
こ

と
に
な
る
。

昨年までは、夏といえば風呂上がりのようにびっしょりになり
ながらの授業でした。今年はとても快適な環境で授業ができて
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川村先生
昨年より涼しく快適になりました。　　　　　　福井杏奈さん
授業に集中できるようになりました。　　　　　今　洋大さん
今年はエアコンと扇風機で換気。勉強がはかどります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工藤　航さん

吉田勉決算特別委員会委員長

石
油
貯
蔵
施
設

　

立
地
対
策
交
付
金

海
岸
漂
流
物
対
策
推
進
事
業

ご
み
運
搬
・
収
集
委
託
料

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

放
課
後
児
童
健
全

　

育
成
事
業
費
補
助
金

土
地
改
良
事
業

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

玉
松
海
の
情
報
館

収
入
未
済
額
の
対
応

エ
ア
コ
ン
の
設
置
状
況

ド
ロ
ー
ン
操
縦
資
格

取
得
補
助
金
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決算特別委員会審議決算特別委員会審議

エアコンをつけてくれてありがとう

　一
旦
拒
否
さ
れ
る
と
親
は

不
安
を
抱
え
る
。

　隔
た
り
な
く
受
け
入
れ
て

ほ
し
い
。

定
　
例
　
会
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例
　
会

決
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特
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別
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問
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かわ さき じけん

川 﨑　憲 二　議員

現
在
水
張
り
の
調
査

を
し
て
い
る
と
思
う

が
、
ど
れ
く
ら
い
の
面
積
に
水

張
り
す
る
と
回
答
が
来
て
い
る

か
教
え
て
ほ
し
い
。

（
産
業
振
興
課
長
）

９
月
２
日
現
在
、
令
和

６
年
度
は
約
17
・
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
令
和
７
年
度
で
17
・
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
令
和
８
年
度
で
９
・
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
合
計
44
・
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
計
画
さ
れ
て
い
る
。

畑
地
化
促
進
事
業
の

申
請
面
積
は
い
く
ら
か

６
年
度
の
畑
地
化
促

進
事
業
に
申
請
し
て

い
る
面
積
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
か
。

　ま
た
、
次
年
度
以
降
も
そ
の

事
業
は
あ
る
の
か
伺
う
。

（
産
業
振
興
課
長
）

高
収
益
作
物
で
約
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ソ
バ
は
約
30
・

６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

　事
業
は
来
年
度
も
継
続
す
る

と
認
識
し
て
い
る
。

直
接
支
払
交
付
金
が
な
く

な
っ
た
後
を
考
え
て
い
る
か

水
張
り
が
で
き
ず
、

畑
地
化
促
進
事
業
に

も
申
請
で
き
な
い
転
作
田
は
、

令
和
８
年
度
で
直
接
支
払
交
付

金
が
な
く
な
る
。
今
後
の
方
向

性
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　ま
た
、
前
の
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
が
地
域
計
画
に
変
わ
る

が
、
計
画
の
中
で
の
転
作
田
の

位
置
づ
け
は
ど
う
な
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

国
、
県
の
動
向
を
注
視

し
、
農
家
、
農
事
振
興
組
合
、

関
係
機
関
等
と
話
合
い
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　地
域
計
画
は
、
農
地
の
集
約

化
を
目
標
に
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
目
標
地
図
を
作
成
す
る
。

離
農
す
る
方
の
農
地
を
ど
う
維
持

し
て
い
く
か
話
し
合
い
、
将
来
の

農
業
の
在
り
方
と
農
地
利
用
の
姿

を
明
確
に
す
る
計
画
で
あ
る
。
転

作
田
も
、
農
家
で
話
し
合
っ
て
決

め
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

村
長
の
考
え
を
聞
き
た
い

交
付
金
が
な
く
な
る

か
も
し
れ
な
い
が
、

村
長
の
意
見
を
聞
き
た
い
。

（
久
慈
村
長
）
蓬
田

村
が
今
後
ど
う
進
む
の

か
、
地
域
計
画
を
各
振
興
組

合
、
関
係
者
が
真
剣
に
ま
と
め
る

こ
と
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
。

　対
し
て
村
は
、
交
付
金
を
維

持
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
補

塡
し
振
興
さ
せ
る
こ
と
が
非
常

に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　来
年
度
か
ら
、
財
源
が
許
せ

ば
対
策
し
た
い
と
思
う
。

今
年
度
の
転
作
の
ソ

バ
の
作
付
面
積
と
、

前
年
対
比
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

（
高
田
産
業
振
興
課

長
）
９
月
５
日
現
在

で
、
約
２
４
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

前
年
度
対
比
で
５
・
２
％
の
減

と
な
っ
て
い
る
。

播
種
時
期
を

検
討
し
て
は
ど
う
か

ソ
バ
は
、
天
候
に
左

右
さ
れ
る
作
物
で
、

近
年
の
温
暖
化
の
影
響
を
強
く

受
け
る
。
高
温
期
を
避
け
る
よ

う
に
、
播
種
時
期
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

天
候
、
収
量
実
績
等

を
考
慮
し
、
関
係
機
関
の
指
導

を
得
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　今
年
度
は
、
振
興
組
合
長
会

議
等
で
播
種
時
期
を
計
画
、
実

施
し
た
が
、
実
施
期
間
中
天
候

不
良
だ
っ
た
た
め
、
２
回
目
の

播
種
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で

い
る
状
況
で
あ
る
。

全文はこちら

ソ
バ
作
付
実
績
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

　（
村
）前
年
度
対
比
５
・
２
％
減

水
張
り
調
査
の
回
答
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

　（
村
）44
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
予
定

あなたの声を村政に
令和６年　第３回定例会　一般質問

　一般質問は、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の

考え方をもとに、村長や教育長などに方針を問うものです。

　議員一人当たりの制限時間は90分で、質問の回数は１つの質問

につき、３回までです。

質問する川﨑議員答弁する久慈村長

坂本　豊12～13
１．村道２－３－３号線側溝が入らないか
２．現在の保険証はそのまま使えるのか
３．米不足の原因は何か

川﨑憲二　 9
１．ソバ作付実績はどうなっているのか
２．水張り調査の回答はどうなっているのか

久慈省悟　10
１．瀬辺地天満宮のり面はどうなっているか
２．広瀬高根村道踏切ＪＲと話し合いしているか

乳井厳公　11
１．近隣町村の高校通学定期券助成を確認しているか
２．検討すると回答した事項はどうなったか

質問議員ページ 質　　問　　事　　項

高根地区のソバ転作田

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問
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が
、
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の
面
積
に
水

張
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来
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か
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え
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し
い
。
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に
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積
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。
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、
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降
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か
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課
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約
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約
30
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ヘ
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　事
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は
来
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が
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に
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令
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直
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支
払
交
付

金
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今
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の
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、
前
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、
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、

関
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関
等
と
話
合
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進
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こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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域
計
画
は
、
農
地
の
集
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化
を
目
標
に
、
地
域
の
実
情
に

合
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目
標
地
図
を
作
成
す
る
。

離
農
す
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方
の
農
地
を
ど
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維
持

し
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い
く
か
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合
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、
将
来
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在
り
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と
農
地
利
用
の
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す
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あ
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で
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付
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意
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。
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今
後
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う
進
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か
、
地
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計
画
を
各
振
興
組

合
、
関
係
者
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に
ま
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る

こ
と
が
非
常
に
大
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で
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る
。
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し
て
村
は
、
交
付
金
を
維

持
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
補

塡
し
振
興
さ
せ
る
こ
と
が
非
常

に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　来
年
度
か
ら
、
財
源
が
許
せ

ば
対
策
し
た
い
と
思
う
。

今
年
度
の
転
作
の
ソ

バ
の
作
付
面
積
と
、

前
年
対
比
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

（
高
田
産
業
振
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課

長
）
９
月
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日
現
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で
、
約
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４
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ヘ
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タ
ー
ル
、

前
年
度
対
比
で
５
・
２
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の
減

と
な
っ
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い
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。

播
種
時
期
を

検
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し
て
は
ど
う
か

ソ
バ
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、
天
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に
左

右
さ
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作
物
で
、

近
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の
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化
の
影
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を
強
く
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る
。
高
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期
を
避
け
る
よ

う
に
、
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種
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期
を
検
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し
て
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う
か
。

（
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業
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課
長
）
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、
収
量
実
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等

を
考
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し
、
関
係
機
関
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を
得
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が
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検
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い
。

　今
年
度
は
、
振
興
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合
長
会
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、
実
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が
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２
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。
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績
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川﨑憲二　 9
１．ソバ作付実績はどうなっているのか
２．水張り調査の回答はどうなっているのか

久慈省悟　10
１．瀬辺地天満宮のり面はどうなっているか
２．広瀬高根村道踏切ＪＲと話し合いしているか

乳井厳公　11
１．近隣町村の高校通学定期券助成を確認しているか
２．検討すると回答した事項はどうなったか

質問議員ページ 質　　問　　事　　項

高根地区のソバ転作田

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



乳 井　厳 公　議員

にゅう い つよ ただ

久 慈　省 悟　議員

く じ しょう ご

物
価
高
騰
の
あ
お
り

を
受
け
、
苦
慮
す
る

子
育
て
世
帯
は
村
か
ら
様
々
な

支
援
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
高
校
生
の
通
学
定
期
券
の

助
成
に
つ
い
て
も
再
三
お
願
い

し
て
き
た
。

　
外
ヶ
浜
町
は
有
効
期
間
満
了

後
の
定
期
券
に
対
し
３
割
助
成

し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
今

別
、
青
森
市
の
確
認
は
し
て
い

る
か
。

（
八
木
澤
教
育
課

長
）
外
ヶ
浜
町
は
、

有
効
期
間
満
了
後
の
定
期
券
に

対
し
３
割
助
成
し
て
い
る
と
確

認
し
て
い
る
。

　青
森
市
は
確
認
し
て
い
な

か
っ
た
。

　今
別
町
は
、
新
幹
線
等
を

５
割
助
成
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

村
も
実
施
で
き
な
い
か

重
要
な
施
策
で
あ
る

の
で
、
村
も
半
額
助

成
を
早
急
に
実
施
す
る
べ
き
も

の
と
考
え
る
が
。

（
教
育
課
長
）
通
学

定
期
の
負
担
は
大
き

い
と
は
思
う
が
、
村
で
は
、
高

校
進
学
の
際
、
入
学
祝
い
金
10

万
円
を
交
付
し
て
い
る
。

　財
源
の
問
題
も
あ
る
で
、
精

査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
一
般
質
問

に
お
い
て
、
「
検
討

し
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
村
側

か
ら
の
回
答
が
多
々
あ
っ
た
と

思
う
が
、
検
討
し
た
の
か
分
か

ら
な
い
ま
ま
進
ん
で
い
る
こ
と

が
多
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
村
と
し
て
説
明
を
果
た
す
責

任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
う
。

　
検
討
す
る
と
回
答
し
た
事
項

に
つ
い
て
、
本
当
に
検
討
し
て

い
る
の
か
ど
う
か
、
村
側
の
意

見
を
確
認
し
た
い
。

（
稲
葉
総
務
課
長
）

検
討
し
て
い
ま
す
。

　各
種
事
業
を
進
め
る
に
は
、

公
平
公
正
さ
や
、
地
域
の
住
民

の
理
解
や
協
力
、
他
町
村
の
事

業
の
状
況
調
査
や
、
予
算
の
確

保
な
ど
、
様
々
な
こ
と
で
時
間

が
か
か
る
の
で
、
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

文
書
で
回
答
で
き
な
い
か

６
月
に
研
修
を
し
て

き
た
平
川
市
で
は
、

「
検
討
す
る
」
と
回
答
し
た
こ

と
に
対
し
て
文
書
で
回
答
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
議
員
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
て

い
た
。

　
当
村
に
お
い
て
も
、
検
討
し

た
結
果
を
文
書
で
議
員
に
回
答

す
る
よ
う
、
今
後
対
応
で
き
な

い
か
。

（
総
務
課
長
）
今
後

は
検
討
し
た
結
果
が

出
た
ら
、
口
頭
や
文
書
等
で
回

答
し
た
い
。 令

和
６
年
度
中
に
施

工
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
、
広
瀬
高
根
村
道
整
備
に
つ

い
て
伺
う
。

　
当
該
道
路
踏
切
の
前
後
は
Ｊ

Ｒ
の
敷
地
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ッ

ト
に
整
備
を
行
う
た
め
に
Ｊ
Ｒ

と
の
話
合
い
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

（
建
設
課
長
）
広
瀬

高
根
線
の
改
良
工
事

は
現
在
設
計
委
託
中
で
、
そ
の

後
、
今
年
度
中
に
は
本
工
事
実

施
予
定
で
あ
る
。

　Ｊ
Ｒ
踏
切
内
は
、
当
方
で
は

直
接
工
事
で
き
な
い
た
め
、
Ｊ

Ｒ
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　Ｊ
Ｒ
で
は
、
来
年
度
実
施
予

定
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

国
は
、
防
災
・
減
災

の
観
点
か
ら
国
土
強

靱
化
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
５

か
年
計
画
と
い
う
こ
と
で
こ
の

政
策
は
打
ち
出
し
、
来
年
で
終

わ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
急
が
な
く
て
は
い
け
な
い
の

で
今
回
も
質
問
す
る
が
、
３
月

議
会
の
課
長
の
答
弁
で
は
、
東

青
地
域
県
民
局
は
今
年
度
中
に

測
量
委
託
を
か
け
、
必
要
な
ら

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
や
る
よ
う

な
回
答
で
あ
っ
た
。

　
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ

る
の
か
。

（
髙
田
建
設
課
長
）

瀬
辺
地
天
満
宮
の
り

面
保
護
に
関
し
て
は
、
検
討
の

打
合
せ
は
続
け
て
い
る
。

　測
量
調
査
委
託
が
今
月
中

で
、
も
う
発
注
に
な
っ
た
と

思
う
。

　そ
の
後
、
必
要
な
ら
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

　そ
の
後
は
詳
細
設
計
、
用
地

測
量
を
行
い
、
次
年
度
、
本
工

事
実
施
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

村
の
意
気
込
み
を
聞
き
た
い

先
日
の
台
風
15
号
も

東
海
地
方
に
線
状
降

水
帯
が
発
生
し
、
静
岡
の
駿
河

区
で
は
土
砂
崩
れ
が
発
生
し

た
。
イ
チ
ゴ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
等
10
棟
も
な
ぎ
倒
さ
れ
る
な

ど
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
ま

た
、
６
人
の
死
者
、
１
２
７
人

の
け
が
人
や
行
方
不
明
者
が
１

人
出
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

　
近
年
の
台
風
は
雨
風
と
も
に

甚
大
化
し
、
令
和
４
年
８
月
に

津
軽
地
方
を
襲
っ
た
線
状
降
水

帯
の
爪
痕
の
復
旧
工
事
が
ま
だ

完
全
に
終
了
し
た
と
は
言
え
な

い
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
い
つ

ま
た
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
か
分

か
ら
な
い
。

　
課
長
の
当
該
事
業
に
対
し
て

の
思
い
、
意
気
込
み
を
聞
か
せ

て
ほ
し
い
。（

建
設
課
長
）
今
後

も
、
県
と
の
連
絡
を

密
に
し
て
遅
滞
な
く
実
施
さ
れ

る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

　６月５日～７日開催の第２回定例会で質問された、
郷沢地区踏切そばの危険な交差点。村は注意喚起文字
を引く検討をすると回答しましたが、議会終了後の６
月19日に着工していました。今後は対応の内容が議員
へ回答が示されます。

全文はこちら 全文はこちら

たとえば……

瀬
辺
地
天
満
宮
の
り
面
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

　（
村
）調
査
委
託
を
発
注

広
瀬
高
根
村
道
踏
切

Ｊ
Ｒ
と
話
し
合
い
し
て
い
る
か

　（
村
）来
年
度
実
施
予
定
と
の
こ
と

高根踏切にあわせ道路に傾斜がついている

測量調査中の
のり面災害現場

検
討
す
る
と
回
答
し
た
事
項
は

ど
う
な
っ
た
か

　（
村
）検
討
し
て
い
る

近
隣
町
村
の
高
校
通
学
定
期
券

助
成
を
確
認
し
て
い
る
か

　（
村
）確
認
は
し
て
い
る

　今
後
、
子
育
て
支
援
の
県

か
ら
予
算
も
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。

　早
急
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　せっかく村道が整備
されても、踏切がその
ままだと、利用者に違
和感を持たれる。　
　引き続きＪＲにお願
いしていただきたい。

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



乳 井　厳 公　議員

にゅう い つよ ただ

久 慈　省 悟　議員

く じ しょう ご

物
価
高
騰
の
あ
お
り

を
受
け
、
苦
慮
す
る

子
育
て
世
帯
は
村
か
ら
様
々
な

支
援
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
高
校
生
の
通
学
定
期
券
の

助
成
に
つ
い
て
も
再
三
お
願
い

し
て
き
た
。

　
外
ヶ
浜
町
は
有
効
期
間
満
了

後
の
定
期
券
に
対
し
３
割
助
成

し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
今

別
、
青
森
市
の
確
認
は
し
て
い

る
か
。

（
八
木
澤
教
育
課

長
）
外
ヶ
浜
町
は
、

有
効
期
間
満
了
後
の
定
期
券
に

対
し
３
割
助
成
し
て
い
る
と
確

認
し
て
い
る
。

　青
森
市
は
確
認
し
て
い
な

か
っ
た
。

　今
別
町
は
、
新
幹
線
等
を

５
割
助
成
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

村
も
実
施
で
き
な
い
か

重
要
な
施
策
で
あ
る

の
で
、
村
も
半
額
助

成
を
早
急
に
実
施
す
る
べ
き
も

の
と
考
え
る
が
。

（
教
育
課
長
）
通
学

定
期
の
負
担
は
大
き

い
と
は
思
う
が
、
村
で
は
、
高

校
進
学
の
際
、
入
学
祝
い
金
10

万
円
を
交
付
し
て
い
る
。

　財
源
の
問
題
も
あ
る
で
、
精

査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
一
般
質
問

に
お
い
て
、
「
検
討

し
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
村
側

か
ら
の
回
答
が
多
々
あ
っ
た
と

思
う
が
、
検
討
し
た
の
か
分
か

ら
な
い
ま
ま
進
ん
で
い
る
こ
と

が
多
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
村
と
し
て
説
明
を
果
た
す
責

任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
う
。

　
検
討
す
る
と
回
答
し
た
事
項

に
つ
い
て
、
本
当
に
検
討
し
て

い
る
の
か
ど
う
か
、
村
側
の
意

見
を
確
認
し
た
い
。

（
稲
葉
総
務
課
長
）

検
討
し
て
い
ま
す
。

　各
種
事
業
を
進
め
る
に
は
、

公
平
公
正
さ
や
、
地
域
の
住
民

の
理
解
や
協
力
、
他
町
村
の
事

業
の
状
況
調
査
や
、
予
算
の
確

保
な
ど
、
様
々
な
こ
と
で
時
間

が
か
か
る
の
で
、
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

文
書
で
回
答
で
き
な
い
か

６
月
に
研
修
を
し
て

き
た
平
川
市
で
は
、

「
検
討
す
る
」
と
回
答
し
た
こ

と
に
対
し
て
文
書
で
回
答
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
議
員
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
て

い
た
。

　
当
村
に
お
い
て
も
、
検
討
し

た
結
果
を
文
書
で
議
員
に
回
答

す
る
よ
う
、
今
後
対
応
で
き
な

い
か
。

（
総
務
課
長
）
今
後

は
検
討
し
た
結
果
が

出
た
ら
、
口
頭
や
文
書
等
で
回

答
し
た
い
。 令

和
６
年
度
中
に
施

工
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
、
広
瀬
高
根
村
道
整
備
に
つ

い
て
伺
う
。

　
当
該
道
路
踏
切
の
前
後
は
Ｊ

Ｒ
の
敷
地
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ッ

ト
に
整
備
を
行
う
た
め
に
Ｊ
Ｒ

と
の
話
合
い
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

（
建
設
課
長
）
広
瀬

高
根
線
の
改
良
工
事

は
現
在
設
計
委
託
中
で
、
そ
の

後
、
今
年
度
中
に
は
本
工
事
実

施
予
定
で
あ
る
。

　Ｊ
Ｒ
踏
切
内
は
、
当
方
で
は

直
接
工
事
で
き
な
い
た
め
、
Ｊ

Ｒ
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　Ｊ
Ｒ
で
は
、
来
年
度
実
施
予

定
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

国
は
、
防
災
・
減
災

の
観
点
か
ら
国
土
強

靱
化
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
５

か
年
計
画
と
い
う
こ
と
で
こ
の

政
策
は
打
ち
出
し
、
来
年
で
終

わ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
急
が
な
く
て
は
い
け
な
い
の

で
今
回
も
質
問
す
る
が
、
３
月

議
会
の
課
長
の
答
弁
で
は
、
東

青
地
域
県
民
局
は
今
年
度
中
に

測
量
委
託
を
か
け
、
必
要
な
ら

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
や
る
よ
う

な
回
答
で
あ
っ
た
。

　
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ

る
の
か
。

（
髙
田
建
設
課
長
）

瀬
辺
地
天
満
宮
の
り

面
保
護
に
関
し
て
は
、
検
討
の

打
合
せ
は
続
け
て
い
る
。

　測
量
調
査
委
託
が
今
月
中

で
、
も
う
発
注
に
な
っ
た
と

思
う
。

　そ
の
後
、
必
要
な
ら
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

　そ
の
後
は
詳
細
設
計
、
用
地

測
量
を
行
い
、
次
年
度
、
本
工

事
実
施
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

村
の
意
気
込
み
を
聞
き
た
い

先
日
の
台
風
15
号
も

東
海
地
方
に
線
状
降

水
帯
が
発
生
し
、
静
岡
の
駿
河

区
で
は
土
砂
崩
れ
が
発
生
し

た
。
イ
チ
ゴ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
等
10
棟
も
な
ぎ
倒
さ
れ
る
な

ど
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
ま

た
、
６
人
の
死
者
、
１
２
７
人

の
け
が
人
や
行
方
不
明
者
が
１

人
出
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

　
近
年
の
台
風
は
雨
風
と
も
に

甚
大
化
し
、
令
和
４
年
８
月
に

津
軽
地
方
を
襲
っ
た
線
状
降
水

帯
の
爪
痕
の
復
旧
工
事
が
ま
だ

完
全
に
終
了
し
た
と
は
言
え
な

い
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
い
つ

ま
た
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
か
分

か
ら
な
い
。

　
課
長
の
当
該
事
業
に
対
し
て

の
思
い
、
意
気
込
み
を
聞
か
せ

て
ほ
し
い
。（

建
設
課
長
）
今
後

も
、
県
と
の
連
絡
を

密
に
し
て
遅
滞
な
く
実
施
さ
れ

る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

　６月５日～７日開催の第２回定例会で質問された、
郷沢地区踏切そばの危険な交差点。村は注意喚起文字
を引く検討をすると回答しましたが、議会終了後の６
月19日に着工していました。今後は対応の内容が議員
へ回答が示されます。

全文はこちら 全文はこちら

たとえば……

瀬
辺
地
天
満
宮
の
り
面
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

　（
村
）調
査
委
託
を
発
注

広
瀬
高
根
村
道
踏
切

Ｊ
Ｒ
と
話
し
合
い
し
て
い
る
か

　（
村
）来
年
度
実
施
予
定
と
の
こ
と

高根踏切にあわせ道路に傾斜がついている

測量調査中の
のり面災害現場

検
討
す
る
と
回
答
し
た
事
項
は

ど
う
な
っ
た
か

　（
村
）検
討
し
て
い
る

近
隣
町
村
の
高
校
通
学
定
期
券

助
成
を
確
認
し
て
い
る
か

　（
村
）確
認
は
し
て
い
る

　今
後
、
子
育
て
支
援
の
県

か
ら
予
算
も
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。

　早
急
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　せっかく村道が整備
されても、踏切がその
ままだと、利用者に違
和感を持たれる。　
　引き続きＪＲにお願
いしていただきたい。
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会
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い
よ
い
よ
12
月
２
日

か
ら
現
在
の
保
険
証

が
使
え
な
く
な
る
。

　現
在
の
保
険
証
は
１
年
間
そ

の
ま
ま
使
え
る
の
か
。

（
佐
藤
住
民
課
長
）

現

在

の

保

険

者

証

は
、
国
保
や
後
期
高
齢
者
医
療

の
方
の
場
合
、
来
年
の
７
月
31

日
ま
で
利
用
で
き
る
。

　た
だ
し
、
保
険
者
証
を
紛
失

し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
12
月
２

日
以
降
は
再
発
行
し
な
い
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
紐
づ
け
を

し
て
利
用
す
る
か
、
資
格
確
認

書
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

資
格
確
認
書
の
申
請
は

必
要
か

国
は
住
民
が
申
請
を

し
な
く
て
も
資
格
確

認
書
を
発
行
で
き
る
よ
う
に
変

え
た
。
村
も
申
請
を
し
な
く
て

も
発
行
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

　ま
た
、
申
請
が
事
務
的
に
で

き
な
い
方
や
幼
児
な
ど
は
、
他

人
が
申
請
す
る
こ
と
に
な
る
。

　村
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

（
住
民
課
長
）
村
も

該
当
す
る
方
に
は
、

申
請
し
な
く
て
も
自
動
的
に
郵

送
す
る
。

　施
設
の
人
や
幼
児
に
つ
い
て

も
、
自
動
的
に
資
格
確
認
書
を

郵
送
す
る
。

資
格
確
認
書
の

有
効
期
限
は
何
年
か

資
格
確
認
証
の
有
効

期
間
は
５
年
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
と
お
り
か
。

（
住
民
課
長
）
有
効

期
限
は
５
年
間
と
決

ま
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
作
ら
せ
る

目
的
は
何
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
は
、
強
制

で
は
な
く
任
意
で
あ
る
。
保
険

料
は
皆
支
払
っ
て
い
る
の
に
、

保
険
証
を
廃
止
し
て
、
マ
イ
ナ

保
険
証
で
な
い
と
使
え
な
い
と

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
ら
せ
よ
う
と
す
る
理
由
は
何

な
の
か
。

（
住
民
課
長
）
１
つ

目
の
理
由
は
、
医
師

や
薬
剤
師
の
薬
の
処
方
歴
な
ど

を
閲
覧
で
き
、
医
療
機
関
で
適

切
な
治
療
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
る
。
ま
た
、
な
り
す
ま
し
防

止
や
、
限
度
額
認
定
書
の
提
示

が
不
要
と
な
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　も
う
一
つ
は
、
社
会
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
と
利

便
性
の
向
上
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
だ
と
思
っ
て
い
る
。

長
科
川
瀬
の
国
道
か

ら
稲
荷
神
社
へ
の
細

い
村
道
２―

３―

３
号
線
、
こ

こ
の
細
い
道
路
に
は
東
側
に
は

側
溝
が
あ
る
が
、
西
側
の
半
分

に
は
な
い
。
側
溝
を
入
れ
て
く

れ
る
よ
う
住
民
の
要
望
が
あ
っ

た
が
、
対
応
で
き
な
い
か
。

（
建
設
課
長
）
現
状

は

、

国

道

か

ら

40

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
は
両
側
に
側
溝

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
よ

り
西
側
は
入
っ
て
い
な
い
。

　路
面
排
水
が
宅
地
に
入
る
な

ど
、
問
題
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

ス
ー
パ
ー
へ
行
っ
て

も
米
が
買
え
な
い
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
流

れ
て
い
る
。
実
際
ス
ー
パ
ー
に

は
米
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
在
庫

は
あ
る
と
政
府
は
言
っ
て
い
る

が
、
こ
の
原
因
と
い
う
の
は
何

な
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

　昨
年
夏
の
猛
暑
の

影
響
や
外
国
人
観
光
客
に
よ
る

需
要
増
加
な
ど
で
今
年
６
月
末

時
点
の
主
食
用
米
の
在
庫
は
平

成
11
年
以
降
で
最
少
だ
っ
た
。

　ま
た
、
８
月
に
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
へ
の
注
意
を
呼
び
か

け
る
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
た

後
、
米
の
売
上
げ
が
急
激
に
伸

び
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　農
林
水
産
省
は
、
本
格
的
に

新
米
が
出
回
る
前
の
端
境
期
で

も
と
も
と
在
庫
が
少
な
く
な
っ

て
い
た
と
こ
ろ
に
、
お
盆
期
間

前
後
に
地
震
や
台
風
な
ど
に
備

え
て
米
を
買
い
だ
め
す
る
動
き

が
出
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ス
ー

パ
ー
等
へ
の
品
薄
に
拍
車
を
か

け
た
可
能
性
が
あ
る
と
見
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

減
反
政
策
に
つ
い
て

村
長
の
考
え
を
聞
き
た
い

食

料

自

給

率

が

今

30
％
台
で
も
政
府
は

水
田
の
減
反
政
策
を
続
け
て
い

る
。
米
を
全
て
の
水
田
に
作
付

す
る
と
、
１
７
０
０
万
ト
ン
ぐ

ら
い
生
産
で
き
る
。
今
、
日
本

が
食
べ
て
い
る
米
が
約
７
０
０

万
ト
ン
で
、
残
り
の
１
０
０
０

万
ト
ン
は
輸
出
に
回
せ
ば
い
い

と
い
う
人
が
い
る
。

　い
ざ
何
か
あ
っ
た
と
き
に
、

そ
の
１
０
０
０
万
ト
ン
の
米
が

あ
れ
ば
、
食
料
を
１
０
０
％
自

給
で
き
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

が
、
日
本
の
水
田
の
全
て
に
米

を
作
ら
せ
る
政
策
に
つ
い
て
、

村
長
の
考
え
を
聞
か
せ
て
ほ

し
い
。

（
村
長
）
初
め
に
、

日
本
の
食
料
自
給
率

は
、
令
和
４
年
度
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
38
％
と
出
て
い
ま

す
。
米
の
自
給
率
は
99
％
、
大

豆
に
至
っ
て
は
４
％
か
５
％

で
、
食
料
自
給
率
は
、
例
え
ば

米
の
自
給
率
が
２
０
０
％
に

な
っ
た
か
ら
自
給
率
も
相
当
上

が
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。

　し
か
し
、
現
実
的
に
は
平
成

30
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
農
業

政
策
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政

策
と
い
う
こ
と
で
、
国
が
示
す

需
給
計
画
に
従
っ
て
全
国
の
農

業
再
生
協
議
会
が
自
主
的
に
生

産
調
整
す
る
、
半
強
制
的
な
生

産
体
制
が
取
ら
れ
て
い
る
と
い

う
の
が
私
の
認
識
で
あ
る
。
こ

の
需
給
調
整
に
従
わ
な
い
と
、

市
場
価
格
の
安
定
を
図
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
米
の
価
格
が
下

が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
背
景
が

あ
る
。

　私
の
立
場
と
し
て
は
、
今
の

新
農
業
政
策
に
従
っ
て
蓬
田
村

の
全
水
田
を
転
作
の
な
い
方
向

で
進
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
青

森
県
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
も

非
難
さ
れ
、
で
き
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

　な
お
、
輸
出
米
は
価
格
が
安

い
ア
メ
リ
カ
産
や
ア
ジ
ア
産
と

の
価
格
競
争
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
必
ず
し
も
全
て
を
輸
出

で
き
る
状
況
に
は
な
い
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
辺
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

全文はこちら

現
在
の
保
険
証
は

そ
の
ま
ま
使
え
る
の
か

　（
村
）来
年
７
月
31
日
ま
で
使
え
る

村
道
２
―
３
―
３
号
線

側
溝
が
入
ら
な
い
か

　
（
村
）問
題
が
あ
れ
ば
対
応
す
る村道２－３－３号線

米
不
足
の
原
因
は
何
か

　（
村
）端
境
期
に
需
要
が
増
加
し
た

ライスセンターと米倉庫あわせた令和６年度の集荷は、
約31,000俵。1,080㎏のフレキシブルコンテナが幾重に
も積みあげられ、出荷を待っている。 青森農協蓬田支店　室谷営農センター長

　マイナ保険証ほとんど浸透
していないにも関わらず強制
的にやろうとしている。
　マイナ保険証の強制的で性
急なやり方には本当に反対を
しています。
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い
よ
い
よ
12
月
２
日

か
ら
現
在
の
保
険
証

が
使
え
な
く
な
る
。

　現
在
の
保
険
証
は
１
年
間
そ

の
ま
ま
使
え
る
の
か
。

（
佐
藤
住
民
課
長
）

現

在

の

保

険

者

証

は
、
国
保
や
後
期
高
齢
者
医
療

の
方
の
場
合
、
来
年
の
７
月
31

日
ま
で
利
用
で
き
る
。

　た
だ
し
、
保
険
者
証
を
紛
失

し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
12
月
２

日
以
降
は
再
発
行
し
な
い
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
紐
づ
け
を

し
て
利
用
す
る
か
、
資
格
確
認

書
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

資
格
確
認
書
の
申
請
は

必
要
か

国
は
住
民
が
申
請
を

し
な
く
て
も
資
格
確

認
書
を
発
行
で
き
る
よ
う
に
変

え
た
。
村
も
申
請
を
し
な
く
て

も
発
行
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

　ま
た
、
申
請
が
事
務
的
に
で

き
な
い
方
や
幼
児
な
ど
は
、
他

人
が
申
請
す
る
こ
と
に
な
る
。

　村
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

（
住
民
課
長
）
村
も

該
当
す
る
方
に
は
、

申
請
し
な
く
て
も
自
動
的
に
郵

送
す
る
。

　施
設
の
人
や
幼
児
に
つ
い
て

も
、
自
動
的
に
資
格
確
認
書
を

郵
送
す
る
。

資
格
確
認
書
の

有
効
期
限
は
何
年
か

資
格
確
認
証
の
有
効

期
間
は
５
年
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
と
お
り
か
。

（
住
民
課
長
）
有
効

期
限
は
５
年
間
と
決

ま
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
作
ら
せ
る

目
的
は
何
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
は
、
強
制

で
は
な
く
任
意
で
あ
る
。
保
険

料
は
皆
支
払
っ
て
い
る
の
に
、

保
険
証
を
廃
止
し
て
、
マ
イ
ナ

保
険
証
で
な
い
と
使
え
な
い
と

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
ら
せ
よ
う
と
す
る
理
由
は
何

な
の
か
。

（
住
民
課
長
）
１
つ

目
の
理
由
は
、
医
師

や
薬
剤
師
の
薬
の
処
方
歴
な
ど

を
閲
覧
で
き
、
医
療
機
関
で
適

切
な
治
療
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
る
。
ま
た
、
な
り
す
ま
し
防

止
や
、
限
度
額
認
定
書
の
提
示

が
不
要
と
な
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　も
う
一
つ
は
、
社
会
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
と
利

便
性
の
向
上
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
だ
と
思
っ
て
い
る
。

長
科
川
瀬
の
国
道
か

ら
稲
荷
神
社
へ
の
細

い
村
道
２―

３―

３
号
線
、
こ

こ
の
細
い
道
路
に
は
東
側
に
は

側
溝
が
あ
る
が
、
西
側
の
半
分

に
は
な
い
。
側
溝
を
入
れ
て
く

れ
る
よ
う
住
民
の
要
望
が
あ
っ

た
が
、
対
応
で
き
な
い
か
。

（
建
設
課
長
）
現
状

は

、

国

道

か

ら

40

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
は
両
側
に
側
溝

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
よ

り
西
側
は
入
っ
て
い
な
い
。

　路
面
排
水
が
宅
地
に
入
る
な

ど
、
問
題
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

ス
ー
パ
ー
へ
行
っ
て

も
米
が
買
え
な
い
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
流

れ
て
い
る
。
実
際
ス
ー
パ
ー
に

は
米
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
在
庫

は
あ
る
と
政
府
は
言
っ
て
い
る

が
、
こ
の
原
因
と
い
う
の
は
何

な
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

　昨
年
夏
の
猛
暑
の

影
響
や
外
国
人
観
光
客
に
よ
る

需
要
増
加
な
ど
で
今
年
６
月
末

時
点
の
主
食
用
米
の
在
庫
は
平

成
11
年
以
降
で
最
少
だ
っ
た
。

　ま
た
、
８
月
に
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
へ
の
注
意
を
呼
び
か

け
る
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
た

後
、
米
の
売
上
げ
が
急
激
に
伸

び
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　農
林
水
産
省
は
、
本
格
的
に

新
米
が
出
回
る
前
の
端
境
期
で

も
と
も
と
在
庫
が
少
な
く
な
っ

て
い
た
と
こ
ろ
に
、
お
盆
期
間

前
後
に
地
震
や
台
風
な
ど
に
備

え
て
米
を
買
い
だ
め
す
る
動
き

が
出
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ス
ー

パ
ー
等
へ
の
品
薄
に
拍
車
を
か

け
た
可
能
性
が
あ
る
と
見
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

減
反
政
策
に
つ
い
て

村
長
の
考
え
を
聞
き
た
い

食

料

自

給

率

が

今

30
％
台
で
も
政
府
は

水
田
の
減
反
政
策
を
続
け
て
い

る
。
米
を
全
て
の
水
田
に
作
付

す
る
と
、
１
７
０
０
万
ト
ン
ぐ

ら
い
生
産
で
き
る
。
今
、
日
本

が
食
べ
て
い
る
米
が
約
７
０
０

万
ト
ン
で
、
残
り
の
１
０
０
０

万
ト
ン
は
輸
出
に
回
せ
ば
い
い

と
い
う
人
が
い
る
。

　い
ざ
何
か
あ
っ
た
と
き
に
、

そ
の
１
０
０
０
万
ト
ン
の
米
が

あ
れ
ば
、
食
料
を
１
０
０
％
自

給
で
き
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

が
、
日
本
の
水
田
の
全
て
に
米

を
作
ら
せ
る
政
策
に
つ
い
て
、

村
長
の
考
え
を
聞
か
せ
て
ほ

し
い
。

（
村
長
）
初
め
に
、

日
本
の
食
料
自
給
率

は
、
令
和
４
年
度
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
38
％
と
出
て
い
ま

す
。
米
の
自
給
率
は
99
％
、
大

豆
に
至
っ
て
は
４
％
か
５
％

で
、
食
料
自
給
率
は
、
例
え
ば

米
の
自
給
率
が
２
０
０
％
に

な
っ
た
か
ら
自
給
率
も
相
当
上

が
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。

　し
か
し
、
現
実
的
に
は
平
成

30
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
農
業

政
策
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政

策
と
い
う
こ
と
で
、
国
が
示
す

需
給
計
画
に
従
っ
て
全
国
の
農

業
再
生
協
議
会
が
自
主
的
に
生

産
調
整
す
る
、
半
強
制
的
な
生

産
体
制
が
取
ら
れ
て
い
る
と
い

う
の
が
私
の
認
識
で
あ
る
。
こ

の
需
給
調
整
に
従
わ
な
い
と
、

市
場
価
格
の
安
定
を
図
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
米
の
価
格
が
下

が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
背
景
が

あ
る
。

　私
の
立
場
と
し
て
は
、
今
の

新
農
業
政
策
に
従
っ
て
蓬
田
村

の
全
水
田
を
転
作
の
な
い
方
向

で
進
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
青

森
県
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
も

非
難
さ
れ
、
で
き
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

　な
お
、
輸
出
米
は
価
格
が
安

い
ア
メ
リ
カ
産
や
ア
ジ
ア
産
と

の
価
格
競
争
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
必
ず
し
も
全
て
を
輸
出

で
き
る
状
況
に
は
な
い
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
辺
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

全文はこちら

現
在
の
保
険
証
は

そ
の
ま
ま
使
え
る
の
か

　（
村
）来
年
７
月
31
日
ま
で
使
え
る

村
道
２
―
３
―
３
号
線

側
溝
が
入
ら
な
い
か

　
（
村
）問
題
が
あ
れ
ば
対
応
す
る村道２－３－３号線

米
不
足
の
原
因
は
何
か

　（
村
）端
境
期
に
需
要
が
増
加
し
た

ライスセンターと米倉庫あわせた令和６年度の集荷は、
約31,000俵。1,080㎏のフレキシブルコンテナが幾重に
も積みあげられ、出荷を待っている。 青森農協蓬田支店　室谷営農センター長

　マイナ保険証ほとんど浸透
していないにも関わらず強制
的にやろうとしている。
　マイナ保険証の強制的で性
急なやり方には本当に反対を
しています。

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 
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目　次　田の新そば祭り　今年も大盛況
　11月４日（月）ふるさと総合センターで、そば

打ち研究会の新そば祭りが開催されました。

　100食用意されたそばはあっという間に売り切

れました。

■ 新庁舎地中熱利用設備工事

　 請負契約締結（第３回定例会）・・・・・P 2

■ 令和５年度決算　新型コロナ対応から

　 物価高騰対策、新庁舎建設へ・・・・・P 4

■ 決算特別委員会審議・・・・・・・・・P 6

■ 一般質問　４議員・・・・・・・・・・P 8

■ 議員の主な活動・・・・・・・・・・・P14

議会を傍聴しませんか
次の定例会は

12月４～６日開催予定です

編

　集

　後

　記

　
令
和
の
米
騒
動
が
お
き
て
い

る
ら
し
い
。

　
テ
レ
ビ
や
マ
ス
コ
ミ
は
、
米

価
値
上
が
り
を
連
日
報
道
し
、

茶
碗
１
杯
40
円
程
度
の
米
を
、

さ
も
高
い
と
言
っ
て
い
る
。
ひ

と
つ
１
０
０
円
を
超
え
る
パ
ン

を
高
い
と
報
道
す
る
マ
ス
コ
ミ

は
ど
こ
に
も
な
い
。
不
思
議
で

あ
る
。

　
今
年
産
の
米
価
が
安
い
と
は

言
わ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
価

格
が
安
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　
消
費
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
冷

静
な
対
応
で
、
ぜ
ひ
と
も
『
米
』

を
食
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
つ
よ
）

委 員 長：坂本　豊

副委員長：川﨑憲二

委　　員：吉田　勉

委　　員：乳井厳公

電話　0174－27－2111

皆さんの声を

お聞かせください

皆さんの声を

お聞かせください

　村民の皆さんに伝

わる広報作りを目指

し、ご意見をお待ち

しています。

　村民の皆さんに伝

わる広報作りを目指

し、ご意見をお待ち

しています。

青森県　田村議会

広報編集委員会

８月２日

８月14日

８月19日

８月20日

８月21日

８月23日

９月３日

９月８日

９月10～13日

９月19日

９月20日

９月25日

９月30日

10月２日

10月３～４日

10月19日

10月21日

10月22日

10月25日

11月５日

11月６～８日

11月10～11日

11月12日

11月13日

例月出納検査

はたちを祝う会

東津軽郡議長会役員・事務局長会議

新人議員研修会

例月集会

青森県操法大会

例月出納検査　議会運営委員会

村民祭

第３回定例会

例月集会

敬老会

町村議会広報研修会

松前町議会たすけあい交通視察のため来村

例月出納検査

東津軽郡議長会議長・副議長視察研修

蓬中祭

例月集会　広報編集委員会　新庁舎視察

町村監査委員協議会全国研修会

青森県議長会正副議長・常任委員長・議会

運営委員長・事務局長研修

東津軽郡議長会役員・事務局長会議

知事を囲む懇談会

常任委員会合同研修

東津軽郡議長会研修

青森県選出議員との懇談会

全国町村議会議長全国大会

議員の主な活動

松前町議会たすけあい交通視察　９月30日（月）

町村議会広報研修会　９月25日（水）

敬老会　９月20日（金）

はたちを祝う会　８月14日（水）


